
昭
和
五
十
九
年
法
務
省
令
第
三
十
九
号

国
籍
法
施
行
規
則

国
籍
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
第
十
九
条
並
び
に
国
籍
法
及
び
戸
籍
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
四
十
五
号
）
附
則
第
五
条
第
一
項
及
び
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
籍
法
施

行
規
則
の
全
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

国
籍
法
施
行
規
則

国
籍
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
法
務
府
令
第
六
十
九
号
）
の
全
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
国
籍
取
得
の
届
出
）

第
一
条
　
国
籍
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
一
項
又
は
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
国
籍
取
得
の
届
出
は
、
国
籍
の
取
得
を
し
よ
う
と
す
る
者
が
日
本
に
住
所
を
有
す
る
と
き
は

そ
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
法
務
局
又
は
地
方
法
務
局
の
長
を
経
由
し
て
、
そ
の
者
が
外
国
に
住
所
を
有
す
る
と
き
は
そ
の
国
に
駐
在
す
る
領
事
官
（
領
事
官
の
職
務
を
行
う
大
使
館
若
し
く
は
公
使
館
の
長
又
は
そ
の
事
務
を
代
理
す

る
者
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
を
経
由
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
者
が
外
国
に
住
所
を
有
す
る
場
合
で
あ
つ
て
も
日
本
に
居
所
を
有
す
る
と
き
は
、
そ
の
居
所
地
を
管
轄
す
る
法
務
局
又
は
地
方
法
務
局
の
長
を
経

由
し
て
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
国
籍
取
得
の
届
出
は
、
国
籍
の
取
得
を
し
よ
う
と
す
る
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
法
務
局
又
は
地
方
法
務
局
の
長
を
経
由
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
前
二
項
の
届
出
は
、
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
が
自
ら
法
務
局
、
地
方
法
務
局
又
は
在
外
公
館
に
出
頭
し
て
、
書
面
に
よ
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
届
書
に
は
、
次
の
事
項
を
記
載
し
て
届
出
を
す
る
者
が
署
名
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
国
籍
の
取
得
を
し
よ
う
と
す
る
者
の
氏
名
、
現
に
有
す
る
国
籍
、
出
生
の
年
月
日
及
び
場
所
、
住
所
並
び
に
男
女
の
別

二
　
父
母
の
氏
名
及
び
本
籍
、
父
又
は
母
が
外
国
人
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
氏
名
及
び
国
籍

三
　
国
籍
を
取
得
す
べ
き
事
由

５
　
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
国
籍
取
得
の
届
出
を
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
前
項
の
届
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
、
第
三
号
又
は
第
四
号
の
書
類
を
添

付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
書
類
を
提
出
す
る
も
の
と
し
、
認
知
の
裁
判
が
確
定
し
て
い
る
と
き
は
、
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
の
書
類
の
添
付
を
要
し
な
い
も
の
と
す
る
。

一
　
認
知
し
た
父
又
は
母
の
出
生
時
か
ら
の
戸
籍
及
び
除
か
れ
た
戸
籍
の
謄
本
又
は
全
部
事
項
証
明
書

二
　
国
籍
の
取
得
を
し
よ
う
と
す
る
者
の
出
生
を
証
す
る
書
面

三
　
認
知
に
至
つ
た
経
緯
等
を
記
載
し
た
父
母
の
申
述
書

四
　
母
が
国
籍
の
取
得
を
し
よ
う
と
す
る
者
を
懐
胎
し
た
時
期
に
係
る
父
母
の
渡
航
履
歴
を
証
す
る
書
面

五
　
そ
の
他
実
親
子
関
係
を
認
め
る
に
足
り
る
資
料

６
　
法
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
国
籍
取
得
の
届
出
を
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第
四
項
の
届
書
に
国
籍
取
得
の
条
件
を
備
え
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
に
足
り
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
帰
化
の
許
可
の
申
請
）

第
二
条
　
帰
化
の
許
可
の
申
請
は
、
帰
化
を
し
よ
う
と
す
る
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
法
務
局
又
は
地
方
法
務
局
の
長
を
経
由
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
申
請
は
、
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
が
自
ら
法
務
局
又
は
地
方
法
務
局
に
出
頭
し
て
、
書
面
に
よ
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
申
請
書
に
は
、
次
の
事
項
を
記
載
し
て
申
請
を
す
る
者
が
署
名
し
、
帰
化
に
必
要
な
条
件
を
備
え
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
に
足
り
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
帰
化
を
し
よ
う
と
す
る
者
の
氏
名
、
現
に
有
す
る
国
籍
、
出
生
の
年
月
日
及
び
場
所
、
住
所
並
び
に
男
女
の
別

二
　
父
母
の
氏
名
及
び
本
籍
、
父
又
は
母
が
外
国
人
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
氏
名
及
び
国
籍

三
　
帰
化
の
許
否
に
関
し
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

（
国
籍
離
脱
の
届
出
）

第
三
条
　
国
籍
離
脱
の
届
出
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

２
　
届
書
に
は
、
次
の
事
項
を
記
載
し
て
届
出
を
す
る
者
が
署
名
し
、
国
籍
離
脱
の
条
件
を
備
え
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
に
足
り
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
国
籍
の
離
脱
を
し
よ
う
と
す
る
者
の
氏
名
、
出
生
の
年
月
日
、
住
所
及
び
戸
籍
の
表
示

二
　
現
に
有
す
る
外
国
の
国
籍

（
法
定
代
理
人
が
す
る
届
出
等
）

第
四
条
　
法
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
法
定
代
理
人
が
国
籍
取
得
若
し
く
は
国
籍
離
脱
の
届
出
又
は
帰
化
の
許
可
の
申
請
を
す
る
と
き
は
、
届
書
又
は
申
請
書
に
法
定
代
理
人
の
氏
名
、
住
所
及
び
資
格
を
記
載
し
、
そ
の
資
格
を
証
す

る
書
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
訳
文
の
添
付
）

第
五
条
　
届
書
又
は
申
請
書
の
添
付
書
類
が
外
国
語
に
よ
つ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
書
類
に
翻
訳
者
を
明
ら
か
に
し
た
訳
文
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
国
籍
の
選
択
の
催
告
）

第
六
条
　
法
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
催
告
は
、
こ
れ
を
受
け
る
べ
き
者
が
外
国
に
在
る
と
き
は
、
そ
の
国
に
駐
在
す
る
領
事
官
を
経
由
し
て
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
法
務
大
臣
は
、
法
第
十
五
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
催
告
を
し
た
と
き
は
、
法
務
局
又
は
地
方
法
務
局
の
長
に
、
そ
の
催
告
を
受
け
た
者
の
氏
名
及
び
戸
籍
の
表
示
並
び
に
催
告
が
到
達
し
た
日
を
、
本
籍
地
の
市
町

村
長
（
特
別
区
に
あ
つ
て
は
区
長
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
に
あ
つ
て
は
、
区
長
又
は
総
合
区
長
）
に
対
し
て
通
知
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。
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（
聴
聞
の
通
知
）

第
七
条
　
法
第
十
六
条
第
二
項
の
宣
告
に
係
る
聴
聞
の
通
知
は
、
こ
れ
を
受
け
る
べ
き
者
が
外
国
に
在
る
と
き
は
、
そ
の
国
に
駐
在
す
る
領
事
官
を
経
由
し
て
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
特
例
に
よ
る
国
籍
取
得
の
届
出
）

２
　
国
籍
法
及
び
戸
籍
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
四
十
五
号
）
附
則
第
五
条
第
一
項
又
は
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
国
籍
取
得
の
届
出
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
第
一
項
、
第
三
項
、
第
四
項
及
び
第
六

項
、
第
四
条
並
び
に
第
五
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
九
月
一
二
日
法
務
省
令
第
四
四
号
）

（
施
行
期
日
）

こ
の
省
令
は
、
行
政
手
続
法
（
平
成
五
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
一
二
月
一
八
日
法
務
省
令
第
七
三
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
国
籍
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
八
十
八
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
一
年
一
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
及
び
特
例
に
よ
る
国
籍
取
得
の
届
出
）

第
二
条
　
改
正
法
附
則
第
二
条
第
一
項
又
は
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
国
籍
取
得
の
届
出
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
国
籍
法
施
行
規
則
（
以
下
「
改
正
規
則
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
一
項
、
第
三
項
、
第
四
項
及

び
第
六
項
、
第
四
条
並
び
に
第
五
条
の
規
定
を
準
用
し
、
同
法
附
則
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
国
籍
取
得
の
届
出
に
つ
い
て
は
、
改
正
規
則
第
一
条
第
一
項
及
び
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
、
第
四
条
並
び
に
第
五
条
の
規
定
を

準
用
す
る
。

（
国
籍
取
得
の
届
書
の
記
載
事
項
等
）

第
三
条
　
戸
籍
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
司
法
省
令
第
九
十
四
号
）
第
五
十
八
条
の
二
の
規
定
は
、
改
正
法
附
則
第
二
条
第
一
項
、
第
四
条
第
一
項
又
は
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
国
籍
を
取
得
し
た
場
合
の
国
籍
取
得
の

届
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
三
月
二
二
日
法
務
省
令
第
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

2


